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令和２年７月豪雨に関する 

特別委員会会議録 

 

令和６年６月１０日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時０５分閉議（実時間１１３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第３号（関係分） 

１．所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査  

（令和５年度デジタル田園都市国家構想交付

金（地方創生推進タイプ）事業に係る効果

検証について） 

（道の駅坂本再整備基本計画について） 

（坂本支所周辺の整備について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 幸 一 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員  成 松 由紀夫 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務企画部長     田 中   孝 君 

  総務企画部次長   梅 野 展 文 君 

  坂本支所長     松 野 光 洋 君 
 
  坂本支所産業建設課 
            東   誠 也 君 
  農林水産係長 
 

 経済文化交流部長   野々口 正 治 君 

  経済文化交流部次長 緒 方   浩 君 

  観光振興課長    甲 斐 春 一 君 

  観光振興課長補佐  川 上 善 久 君 

  観光振興課観光振興係長 宮 﨑 克 彦 君 

 農林水産部長     豊 田 浩 史 君 

  農林水産部次長   續   良 彦 君 

  水産林務課長    前 田 浩 信 君 

 健康福祉部 

  理事兼健康福祉政策課長 石 本   淳 君 

 建設部 

  復興整備課長    坂 井 宏 全 君 

  復興整備課復興整備係長 米 田   真 君 

  住宅課長      上 村 和 寛 君 

  住宅課長補佐兼市営住宅係長 村 上 修 一 君 

  営繕課長      五十嵐   誠 君 

                              

○記録担当書記     安 永 尚 斗 君 

            松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（上村哲三君） 皆さん、おはようご

ざいます。(｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから令和２年７月豪雨に関する特

別委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第３号（関係分） 

○委員長（上村哲三君） それでは、予算議案

の審査に入ります。 

 議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補
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正予算・第３号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳出の第２款・総務費につ

いて、総務企画部から説明を願います。 

○総務企画部長（田中 孝君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）総務企画部の田中でございます。 

 それでは、本委員会に付託されました議案の

うち、議案第４７号・令和６年度八代市一般会

計補正予算・第３号のうち、総務企画部所管分

につきまして、梅野次長より説明いたさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

○総務企画部次長（梅野展文君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）総務企画部の梅野でございます。

よろしくお願いいたします。着座にて御説明さ

せていただきます。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○総務企画部次長（梅野展文君） それでは、

議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補正

予算書・第３号をお願いいたします。 

 １２ページ上段の表を御覧ください。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目５・企

画費に、補正額２７９万６０００円を追加し、

２億８７６５万６０００円といたしておりま

す。 

 表の中央、補正額の財源内訳につきまして

は、全額が一般財源となっておりますが、特別

交付税により措置されることとなっておりま

す。 

 補正額の主な内訳としましては、節１・報酬

１２９万７０００円、節１２・委託料３０万

円、節１３・使用料及び賃借料５４万７０００

円でございます。 

 内容につきましては、表の右、説明欄の上か

ら３つ目に記載しております地域おこし協力隊

事業でございます。 

 本事業は、本市坂本町におきまして、令和２

年７月豪雨による急激な人口減少・高齢化によ

り農業の担い手不足が深刻化しておりますこと

から、農業を通じて定住・定着を図り、地域活

性化につなげるため、新たに地域おこし協力隊

隊員１名の募集を行うに当たり、その経費を補

正するものでございます。 

 以上、議案第４７号・令和６年度八代市一般

会計補正予算・第３号のうち、本委員会に付託

の総務企画部所管分についての御説明を終わり

ます。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑をお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、１名雇用

というようなことでお聞きしましたけれど、具

体的にどのような…… 

○委員長（上村哲三君） もうちょっと声を大

きくして。 

○委員（野﨑伸也君） 具体的にどのようなお

仕事を期待されているんですか。 

○坂本支所産業建設課農林水産係長（東 誠也

君） 坂本支所産業建設課の東でございます。 

 具体的にどのような活動をしてもらうかとい

うことですけれども、一応、新規就農できるよ

う支援することとしており、米やニンニクの生

産のための一連の流れや、あと、みそや漬物、

黒ニンニク等の加工品等の製造など、作物の生

産、販売から経営に関することまで幅広く取り

組んでいただけるように計画しております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

○委員（山本幸廣君） 関連ですけども、報酬

の１２９万７０００円、予算づけをしてあるん

ですけども、この協力隊員は、市内の人、市外

の人か、そして専門の何かの資格を持っておら

れるのか、ちょっとお伺いいたします。 
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○坂本支所産業建設課農林水産係長（東 誠也

君） 一応、今回の地域おこし協力隊というの

がですね、都市部からの受入れということにな

りますので、首都圏、近畿圏ですかね、中京圏

の、あと政令指定都市ですね、からの受入れと

いうことになりますので、市内からの受入れで

はありません。 

 専門的な知識のほうはですね、特に要してお

りませんので、はい。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 専門的な知識というの

がないという中での協力隊員として、どういう

ふうな指導をするかということは、大体他市も

含めて、いろいろと異業種の中でもですね、観

光なのか、それとも農業振興なのか、それとも

等々たくさんあるわけですよね。 

 ある程度、協力隊って、やっぱし実績とか、

そしてまた、その経歴とか、そういう中でです

ね、専門分野の中で、私は協力隊員というのは

募集をし、そしてまた、これ予算計上でも、や

っぱしある程度の予算を計上しながらですね、

ほかの協力隊員との比較もあると思うわけです

けども、これだけの復旧を求めていく坂本地域

についてはですよ、やはりもう少し真剣に、こ

の協力隊員の中身について検討してほしかった

なというふうに感じますけれども、そこら辺

り、何か、この人ならば振興に大変努力してく

れるだろうという、何か一つはあったと思うん

ですよね。何かというといかんですけども、そ

ういう中で採用されたということで理解をいた

しますが、今後そのようなことに直面したとき

には、ある程度経歴等も含めて、実績等も含め

て、私は募集をしていただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） 意見でよろしいです

か。 

○委員（山本幸廣君） 意見でよかです。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 坂本町の災害復興の一

環として、この地域おこし協力隊の事業を取り

入れられてると思うんですが、これは、この人

には坂本町全体を対象として活動してもらうん

ですか。それとも、もうある程度方向性が決ま

った地域での活動ということで取り組まれるん

ですか。その辺についてはどう。 

○坂本支所産業建設課農林水産係長（東 誠也

君） 一応ですね、受入先のほうを、もう決め

ておりまして、一応受入先のほうはですね、坂

本町の鶴喰のほうの農事組合法人で、ふるさと

納税の返礼品にもなっている鶴喰米を作られて

いらっしゃる鶴喰なの花村を受入先として検討

しております。 

 地域は限定されるんですが、坂本全体をちょ

っと考えて、一応受け入れたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 橋本委員と同じ質問が

１つあったのと、あと、今現在２名の地域おこ

し協力隊の方がいらっしゃると思うんですが、

やはり今入っておられる２名の方と連携を図っ

ていくことも、やっぱり坂本をですね、活性化

していく一つの方法ではないかなというふうに

思っているんですけど、その辺りは、執行部と

してどのような思いでいらっしゃるんでしょう

か。 

○坂本支所長（松野光洋君） おはようござい

ます。坂本支所長の松野です。よろしくお願い

します。 

 地域おこし協力隊、今、坂本のほうに２名来

られております。 

 今現在は産業だったりとか、観光のほうに力

を入れて取り組んでおられます。商品の加工だ

ったりとかというのも含めて、啓発をしていた

だいているという活動を主にされています。 

 今回の地域おこし協力隊は、農業に特化した

方で募集をするということで、農業のほうもそ
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うですけれども、農業の研修を受けながら、農

業を最終的には坂本に定着していただきたいと

いう内容になっております。 

 ですので、農業に関してですね、また同じよ

うな啓発だったりとか、情報発信もしていただ

くような形になりますので、観光産業と、また

農業というような感じの啓発で取り組んでいく

内容になっていますので、連携を取りながらで

すね、したいと思っております。よろしくお願

いします。 

 以上です。 

○委員（中村和美君） 今、農業に特化したと

いうことですから、募集要項、先ほどおっしゃ

ったんですけど、どういうところに、どういう

ので募集しようかと。場所的に何か、先ほど係

長が言われたけど、ちょっと大ざっぱで、どう

いう地域にとか、何県にとか、何か具体的にあ

れば。 

○坂本支所産業建設課農林水産係長（東 誠也

君） 一応ですね、どこにという限定的なこと

はしなくてですね、もう全国に向けて、ホーム

ページに掲載して募集を行うという形になりま

す。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、今回の地

域おこし協力隊員の募集というのが、坂本の農

業の担い手不足という壮大なテーマにおける１

名というのがですね、少ないんじゃないかなと

いうふうに思うんですけど、多分単年度じゃな

くて、今後もかなり壮大なテーマなんで、何年

か引き続きで、やっぱり定着してもらったりと

か、増やしていったりとかというのが必要じゃ

ないかなって思うんですけど、そういった将来

の展望というのはどのように考えておられるん

ですか。 

○坂本支所長（松野光洋君） 今回、募集は１

名ということで、今現在農業の人数というのが

かなり減ってきております。少ないという感じ

で思われますけれども、実際、まずは１名、農

業で従事していただいて、その様子を見ながら

ですね、ほかの地域も含めて、この事業の拡大

だったりとか、市の全体を後々検討していく必

要があるかなと思っております。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） 期間は、期間。 

○坂本支所長（松野光洋君） 期間はですね、

実際契約日からおおむね３年間が契約になりま

す。３年間までの事業が可能ということになっ

ております。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） これ、想定の中で、企

画費の中で、今回予算計上してあるじゃないで

すか。八代市が、農林水産等々の中でですね、

営農指導員という、経済から、それから営農の

指導、国の補助事業を対象とする担当部がある

と思うんですよ。 

 そこら辺りについてもですね、連携しなが

ら、やはりその専門的なところ、地域という、

鶴喰地域が主体となった今回の協力隊員の事業

ですので、よろしかれば、そこ辺りと強固にで

すね、連絡協調しながらしていただければ、そ

れ以上に、補助事業という対象が何かあると思

うんですよね。今、鶴喰さんは事業にのっとる

わけですけども、新たに協力隊員が、何かの予

算計上する中でもですよ、人件費じゃないけど

も、もう少し１００万円ぐらいで、継続なんで

すけども、これ、はっきり言ってから、働く時

間というのはどれぐらいか分かりませんけど

も、私からすれば安いなあと、予算計上は、計

上、安いなという気持ちでありますので、よろ

しかれば、実績等々があればですね、また予算

の上乗せをするとか、そういうことをすれば、
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いろんなところからですね、専門分野の方々が

協力隊員として事業に参加できるような気がす

るんですけども、ぜひともそこら辺りを考えて

いただきたいというふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） 意見でよろしくお願

いします。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） 今回の地域おこし協力

隊員さんの主たる目的を考えたときに、どちら

かというと、核となる従事者、農業従事者、担

い手というような形で、何となく受け止めると

ころが大きいかなというふうには思っているん

ですけど、それはそれとして、地域おこし協力

隊員にお任せをしたから、もう行政は無関係だ

というような感じにならずですね、定期的に意

見交換されてるとは思うんですけど、しっかり

サポート体制とか、地域との意見交換とか、そ

ういったところをまめにやりながらですね、そ

うやっていくことが、この坂本地域の、また農

業の復活といいますか、担い手をつくり上げて

いく一つになるというふうに、私は思いますの

で、その点をしっかり認識していただいて、今

後の事業に当たっていただきたいというふうに

思います。 

 以上です。 

○委員（橋本幸一君） 今、山本委員から、企

画費でいいのかというふうな、一つの提案だっ

たかと思いますが、私も、実際ですね、坂本地

区の鶴喰地区が、今回の令和２年７月豪雨災害

でどの程度被災されたか、それについてはしっ

かりした情報は持ってないんですが、今の内容

では、やはり中山間地の共通課題のですね、一

部分として、協力隊員というのを採用されてい

るという、そういう感が否めんわけですので、

やはり今後、やっぱり農村地域の課題が何かち

ゅう根本的なですね、原点に立ち返って、やっ

ぱり農業部署、農政の関係、その辺も含めたと

ころのですね、対応というのを、今後図ってい

く必要があるんじゃないかなという、今回の、

先ほど言われた１人採用することによって、そ

の地区が、鶴喰地区が、将来、問題解決になり

得るちゅうことは非常に厳しいかなという感じ

もしております。 

 そこについては、やっぱり全体的な視野に立

ってですね、捉えていく必要があるんじゃない

かなということで提案しときます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で歳

出の第２款・総務費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時１８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２０分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 皆様、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）経済文化交流部の野々口で

ございます。どうぞよろしくお願いをいたしま

す。 

 それでは、本委員会に付託されました予算議

案の議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第３号のうち、経済文化交流部所管

分につきまして、緒方経済文化交流部次長が説

明をいたします。どうぞよろしくお願いをいた

します。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） それで

は、皆さん、おはようございます。（｢おはよ
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うございます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部

次長の緒方でございます。それでは、よろしく

お願いをいたします。着座にて御説明をさせて

いただきます。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（緒方 浩君） それで

は、議案第４７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算書・第３号をお願いいたします。 

 令和２年７月豪雨に関する特別委員会付託分

のうち、経済文化交流部関係を御説明いたしま

す。 

 ３ページを御覧いただきたいと思います。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１億５７６０万円を増額し、補正後の額を２

２億７９１０万１０００円としております。 

 次に、１４ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

 中段になります。款６・商工費、項１・商工

費、目３・観光費で、補正額１億５７６０万円

を増額し、補正後の額を５億８４６２万４００

０円としております。 

 当委員会付託分につきましては、説明欄の２

段目になります。広域交流センターさかもと館

（道の駅）整備事業（豪雨災害）の１億５１７

０万円でございます。 

 本事業は、令和２年７月豪雨で被災した道の

駅さかもとの解体工事、再整備のための基本設

計及び実施設計に係る経費を補正するものでご

ざいます。 

 内訳といたしましては、道の駅さかもとの解

体工事費が１億２６６０万円、基本設計、実施

設計業務委託が２５１０万円でございます。 

 また、ちょっと戻っていただきまして、４ペ

ージ、第２表に記載しておりますとおり、合わ

せて１億４４１７万円の繰越明許費を設定させ

ていただきます。 

 なお、道の駅さかもとの施設再建に向けた基

本方針として策定いたします再整備基本計画に

つきまして、この後の所管事務調査において御

説明をさせていただきたいと思っております。 

 説明は以上でございます。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○委員（中村和美君） このさかもと館、被災

してということですが、かさ上げか何かという

計画というのはないんですか。 

○観光振興課長（甲斐春一君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）観光振興課の甲斐でございます。 

 今、こちらの整備につきましては、かさ上げ

というところで予定をしております。 

 以上です。 

○委員（中村和美君） 大体どのくらいの計

画、かさ上げは。 

○観光振興課長（甲斐春一君） すみません、

委員御質問のかさ上げの高さについてでござい

ますが、約２メートル程度高くなる見込みでご

ざいます。 

○委員（中村和美君） これは解体関係のもの

ですが、次に、また設計とか何かが、一部出て

きているようですので、そこでですね、先ほど

私が言いましたようなかさ上げとか、十分です

ね、これは意見ちゅうか、検討していただきた

いと思います。 

○委員長（上村哲三君） じゃあ、意見として

捉えてください。 

 ほかにありませんか。質疑をお願いします。 

○委員（大倉裕一君） すみません、繰越明許

費なんですけども、すみません、説明ちょっと

私、聞きそびれてしまいました。 

 繰越明許費の内容は、解体工事の繰越明許だ

ったでしょうか。ちょっと確認させてくださ

い。 

○観光振興課長補佐（川上善久君） おはよう
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ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）観光振興課の川上でございます。 

 繰越明許費ですけども、道の駅さかもとの解

体工事と、再整備に向けました基本設計、実施

設計の業務委託費、こちらのほうも計上してお

ります。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 解体工事ですね、一部

は解体工事ということで理解しますけども、ま

だ今年度始まったばかり、６月なんですけど、

もう既に繰越明許を設定させてくれと。何か背

景があると思うんですけど、何で今、そういっ

た時期、この時期に繰越明許なんでしょうか。 

○観光振興課長（甲斐春一君） すみません、

今御質問の繰越明許費につきましてですが、工

事のスケジュールを考えましたところ、明許費

のほうを設定させていただいております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） もうちょっと丁寧な説

明ができませんかね。繰越明許をお願いするん

でしょう、議会に。認めていただくための説明

責任という部分をしっかり果たしてもらいたい

と思うんですよ。 

○観光振興課長（甲斐春一君） 大変すみませ

ん。失礼いたしました。 

 解体工事の着工時期につきましては、国の宅

地かさ上げ事業に伴う補償契約を締結した後を

予定しておりますので、補償契約が遅れると、

工事のほうに入れないということがありますの

で、繰越明許費としてお願いをさせていただい

ております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 補償工事が遅れると、

どういう意味になるんでしょうか。 

 ちょっとすみません、素人で、そこんにき分

からないので、少し御説明いただければと思い

ます。 

○経済文化交流部長（野々口正治君） 失礼い

たしました。 

 今回の工事につきましては、解体工事につき

ましては、国の補償費をいただいて工事をする

という形になります。その関係上、国のほうで

補償の調査を行われまして、解体工事に着工い

たしますのが、補償契約後ということでの着工

となります。 

 今回工事費につきましては、補正予算で、６

月で計上させていただきましたが、工事、国と

の調整、協議を行っておりますが、恐らく補償

契約ができるのが、時期を考えますと、工事が

年度内に終わらないであろうというところで、

今予定しておりますことから、今回ちょっと早

めではございましたが、繰越しのほうを設定さ

せていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 部長、分かりました。

そういった説明をいただくとですね、私たちも

理解できるんですよね。理解しようと思って聞

いてますので、その点は、やはりこう、執行部

のほうでも御理解をお願いしたいというふうに

思います。 

 そういう意味で、諸収入の１億２６６０万円

というのが、国からの経費として入ってくると

いう、財源のところの内容にもつながるのかな

ということで理解したいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、解体工事

費の１億２６６０万円という内容の積み上げ方

というか、具体的に何が幾らで、これが幾らで

というのは御提示されないんですか。 

 単純にどっか見積り徴取してから、この金額

になったという話なんですかね。どういうふう

に決められたんですか。 

○観光振興課観光振興係長（宮﨑克彦君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）観光振興課の宮﨑と申します。 
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 解体工事費の積算につきましてですけれど

も、解体工事に伴う設計のほうを、昨年度行っ

ております。その中で調査をしまして、解体す

る数量とか、解体するものというのを数量計算

しております。それを積み上げた上で、解体工

事費というのを算出をして、今回予算で計上さ

せていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。後ほど

また、個別にお話をお聞きします。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（山本幸廣君） 重ねてですけども、意

見ですので、要はタイムスケジュールどおりに

いかないというのを、まずは理解したいと思う

んですよ。理解してほしいと、執行部としては

思われると思うんですけども、理解しなければ

いけないというふうな状況で、今野々口部長が

説明された、その説明どおりならばですね、理

解しなきゃいけません。 

 令和９年、本当に完成するんでしょうかとい

うふうなことになってくるわけですよね。これ

からひとつ解体が始まって、基本、実施をし、

そして、最終年度の令和９年に本当に完成をす

るのかというのが、私たちはやっぱり心配にな

ってくるわけですので、ぜひとも執行部一丸と

なって、努力をしていただきたいというふうに

思いますので、意見としてお願いしときます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で歳

出の第６款・商工費についてを終了いたしま

す。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３５分 本会） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、歳出の第１０款・災害復旧費につい

て、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（豊田浩史君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部、豊田でございます。

どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、議案第４７号・令和６年度八代市

一般会計補正予算・第３号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして、續

農林水産部次長が説明いたします。御審議のほ

どどうぞよろしくお願いします。 

○農林水産部次長（續 良彦君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の續でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第４７号・令和６年度八代市

一般会計補正予算・第３号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分について御説明を

いたします。失礼して、着座にて説明をさせて

いただきます。 

 それでは、予算書の３ページをお願いいたし

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出、款１０・

災害復旧費、項１・農林水産業施設災害復旧費

で、補正額１９９２万８０００円を計上し、補

正後の額を５億６１１７万８０００円とするも

のでございます。 

 １６ページをお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・林道施設災害復旧費で、補

正額１９９２万８０００円を計上し、補正後の

額を５億６１１７万８０００円といたしており
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ます。 

 内容につきましては、右側説明欄に記載をし

ておりますが、林道施設災害復旧事業（豪雨災

害）で１９９２万８０００円を計上いたしてお

ります。これは、令和２年７月豪雨災害により

被災をし、現在、復旧工事中の泉町にございま

す林道南川内線におきまして、本年１月２７日

に新たに崩壊が発生しましたことから、施工延

長と工法の変更を行うものでございます。 

 今回補助協議がまとまりましたことから、増

額となります工事費を追加するものでございま

す。 

 特定財源は県補助金で、補正率１０分の９.

９６の１９８４万７０００円といたしておりま

す。 

 なお、参考として、変更の概要、位置図、状

況写真につきまして、委員会資料としてお手元

のタブレットのほうに配付をさせていただいて

おりますので、御参照していただければと思い

ます。 

 以上が令和６年度一般会計補正予算・第３号

中、農林水産部関係分の説明でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今、説明があったんだ

けど、予算等については何も言うことはないん

ですけども、写真を見た範囲内では、大変崩落

はひどかったんですよね。そこら辺りは、何て

いうか、この現場は、前視察に、現地に行った

経緯があるんですけども、もう下までずっと崩

れたんですか。そこら辺りを、ちょっと説明し

てください。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課の

前田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 今、委員からの御指摘がありましたとおり、

これはもう再被災で、下まで崩れておりまし

た。 

 急遽、県のほうと協議をいたしまして、これ

以上崩れないように、モルタルで、３センチで

はあるんですけど、薄くモルタルを吹いて、こ

れ以上崩れないような応急の仮設工事を行って

おります。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 分かりました。 

 １工区と２工区の中で、それだけの吹きつけ

をして、今回６月の豪雨で、はっきり言って崩

落をするという可能性はあるんですか、今のと

ころ。 

 もう来週から、何か梅雨入りの流れも、雨が

降るような状況ですけども。 

○水産林務課長（前田浩信君） 引き続き、前

田です。よろしくお願いいたします。 

 説明のために、皆様にお配りしている、タブ

レットの中から、５ページのほうをお開きくだ

さい。 

 １工区と２工区、上段の道路が１工区、それ

と、下段の道路が２工区となるわけでございま

すけれども、現在この、下の２工区の道路につ

きましては、構造物の工事はほとんど終わって

おります。 

 先ほど説明いたしましたとおり、こののり面

に関しましても、応急ではございますが、モル

タルでの吹きつけを行っておりますので、よほ

どの自然災害とか豪雨がない限りは、このまま

持ちこたえるんじゃないかというふうに、私ど

もは考えております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 説明ありがとうござい

ました。大体分かったんですけども、今言われ

た１工区、２工区、現場に行った、私も経緯が

あるもんですから、のり面で吹きつけをした中

でですね、今回のやはり集中豪雨で、もし崩れ

た場合には、それ以上の崩れ方をする可能性も
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あるということでですね、心配で、今質疑しま

した。説明ありがとうございました。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すみません、資料の中

で、２ページにですね、復旧箇所ののり面で、

凍結融解が繰り返し発生し、地山が緩んだこと

により、のり面崩壊が発生したということなん

ですけど、１つは、この説明で言われようとし

ていることの、もうちょっと詳しい説明という

んですかね、どういう凍結融解が繰り返したら

のり面崩壊につながっていくかというところの

状況説明っていいますか、それをひとつお願い

したいのと、もともと工事を計画されるとき

に、この凍結融解によってのり面崩壊が発生す

るということは考えられなかったのか、その点

をお聞かせいただきたいと思います。 

○水産林務課長（前田浩信君） 水産林務課、

前田です。よろしくお願いいたします。 

 まず、この凍結融解での御説明ですけれど

も、凍結融解と申しますのは、外気温が氷点下

以下になった場合は、表面上に現れている土中

分の水分が、凍結と融解を繰り返すことによっ

て起こる現象です。 

 当然、水分がある程度凍結するということで

あれば、体積が膨張しますので、その分、その

凍結と融解を繰り返すことによって崩壊が起き

やすくなってくるということでございます。こ

ちらのほうは、ある程度寒暖差が大きいところ

では、決して珍しい現象ではございません。 

 それと、先ほど、当初想定できなかったとい

うような御説明でございますけれども、申し訳

ありませんけど、この段階では、その辺りまで

配慮というか、設計まで見込んでなかったとい

うことでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（大倉裕一君） すみません、凍結融解

につきましては、想定がなかなか難しいところ

があるかもしれませんが、工事費がですね、今

回については２回発生したと。もともとの計画

に上乗せして、また工事費の金額が増えるとい

うような形になっていきますので、そういった

ところが、できるだけ発生しないようにです

ね、当初の計画からしっかり検討していただい

て、工事発注をお願いしたいというふうに思い

ます。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４７号・令和６年度八代市一般会計補

正予算・第３号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり可決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（上村哲三君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室願います。 

（執行部 退室） 

○委員長（上村哲三君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 
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（午前１０時４５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４７分 本会） 

◎所管事務調査 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（令和５年度デジタル田園都市国家構想交付金

（地方創生推進タイプ）事業に係る効果検証に

ついて） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、特定事件であります令和２年７月豪雨

に関する諸問題の調査を議題とし、調査を進め

ます。 

 本件について、３件、執行部からの発言の申

出があっておりますので、これを許します。 

 それでは、令和５年度デジタル田園都市国家

構想交付金（地方創生推進タイプ）事業に係る

効果検証について説明を願います。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）健康福祉政策課の石本です。よ

ろしくお願いいたします。恐れ入りますけれど

も、着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 失

礼いたします。 

 それでは、先月２９日に開催されました、第

２０回やつしろ・まち・ひと・しごと対策推進

会議において、令和５年度デジタル田園都市国

家構想交付金（地方創生推進タイプ）事業に係

る効果検証を行いました６つの事業のうち、当

委員会関係分であります、八代市デジタル医療

ＭａａＳ推進事業について、お手元の資料を基

に、ポイントを抜粋し、報告をさせていただき

ます。 

 資料の１ページを御覧ください。 

 まず、事業の背景・目的についてです。本事

業につきましては、昨年６月議会の当委員会に

おいても、令和４年度の報告をさせていただい

たところであり、委員の皆様も御承知のところ

でございますが、現在、坂本町の６つの地域が

医療機関のない無医地区となっております。移

動手段を持たない高齢者等の中には、通院のた

め市街地に転居する人もおられ、人口減少に拍

車をかけている状況にあります。本事業、デジ

タル医療ＭａａＳ推進事業の実施により、受診

に係る負担の軽減と、医療サービスの安定した

提供の一助となり、地域の人口流出に歯止めを

かけ、地域コミュニティーの機能を維持するな

ど、地方創生につなげていくということを、こ

の交付金の交付を受ける際に設定しております

目的としております。 

 なお、今後につきましては、坂本地域での事

業を確立するとともに、他地域でのデジタル技

術を活用した医療提供や、医療以外の検討も行

うことといたしております。 

 次に、２、事業の概要です。交付金における

事業期間は、令和４年度から６年度まででござ

いまして、初年度の令和４年度は、①から④に

記載しております委託事業により取組を開始し

ました。その後、令和５年度以降につきまして

は、③と④により事業を継続し、ＭａａＳ車両

の導入により遠隔診療を行うための取組を推進

しております。 

 次に、３、本事業における重要業績評価指標

です。評価指標につきましては、本事業２項目

を挙げております。指標の詳細は、資料２ペー

ジ、別紙１に記載をしているところですが、本

事業につきましては、令和４年度と５年度が実

証事業としての実施期間であり、この２か年の

評価指標の値につきましては、国に交付金の当

初申請を行う際に確認等を行い、実証期間の評

価指標については、数値を設定しない、目標・

実績ともにゼロといたしているところでござい

ます。 

 ここで３ページ、別紙２を御覧ください。 
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 こちらは、令和５年度の事業実績の概要とな

り、デジタル医療ＭａａＳの仕組みや取組を載

せているものです。 

 中段の少し下（利用状況）の表を御覧くださ

い。 

 本事業につきましては、九州では初めてとな

る試みでございまして、実証を令和４年１２月

から開始しており、令和５年度末までの状況と

しまして、巡回オンライン診療が、延べ人数に

なりますが、１７２人、オンライン服薬指導と

薬剤配送が延べ６６９人となっております。な

お、デジタル医療ＭａａＳを導入している他の

自治体の実績と比べましても、本市の実績は多

い状況にございます。 

 再度１ページをお願いいたします。 

 次に、４、事業の地方創生への効果です。新

型コロナウイルスに配慮しながら、医療Ｍａａ

Ｓの運行実証と服薬指導を開始し、利用者数も

増加しており、実証事業期間のため、評価指標

の値としては、目標値・実績値ともにないとこ

ろではありますが、４段階評価の２番目に当た

る「地方創生に相当程度効果があった」と、さ

きのやつしろ・まち・ひと・しごと対策推進会

議においても評価をいただいたところでござい

ます。 

 次に、５、経費内容、これまでの事業実績、

現在の取組概要につきまして、令和５年度の事

業実績を申し上げます。 

 まず、資料の左下の①サービスモデル構築の

ための委託事業、②医療ＭａａＳ配車・予約シ

ステム構築委託業務につきましては、令和４年

度に実施済みとなっておりますので、実績はご

ざいません。 

 次に、資料の右上になります。③モバイルク

リニック実証事業委託業務につきまして、坂本

地域医療ＭａａＳ運行実証の推進、服薬指導・

薬剤配送実証推進、実証成果の調査、分析、提

言というところで実施をしております。 

 次に、④オンライン診療車運転委託業務につ

きまして、モバイルクリニック車両の運行を、

昨年に引き続き実施しております。その他、配

車・予約システム使用料・オンライン診療車両

リース経費についても計上し、令和５年度も継

続して実証事業を行っており、令和６年度につ

きましては、実証事業から本格運用へシフトい

たします。 

 続いて、６、成果・課題・今後の方針です。

まず、成果としまして、遠隔診療機器等を搭載

した車両で、坂本地域の各集落に赴き、乗車し

ている看護師が補助を行いながら、医師がオン

ラインで診療を実施することで、高齢患者及び

付添い家族等の移動による負担の軽減につなが

ったと考えるところでございます。また、医師

は離れた御自身の医院から患者を診察できるこ

とで、医師が現地まで赴くなどの負担軽減にも

効果があったと考えております。また、令和５

年度は診療地区の拡大も行っております。 

 薬剤配送については、モバイルクリニック車

両に乗車している配達員が、公民館や各家庭に

配送し、服薬指導については、薬剤師が離れた

調剤薬局からオンラインで行うことで、こちら

も薬剤師が現地に赴くなどの負担軽減に効果が

あったと考えております。 

 なお、３ページの別紙２に表を載せておりま

すが、令和５年度はオンライン診療利用患者が

延べ１４５人、オンライン服薬指導と薬剤配送

が延べ５４９人と、堅調に伸びてきておりま

す。 

 次に、課題としまして、今後も引き続き電波

受信状況の改善や、悪天候時の待合場所の確保

などが課題となっているところです。 

 次に、今後の方針としまして、現行の実証事

業の実装に向けての最終的な検証を行うととも

に、他地域への導入や、医療ＭａａＳ以外の活

用を引き続き進めていくこととしております。 

 最後に、７、２年目の総括です。令和５年度
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も豪雨災害により甚大な被害を受けました坂本

地域において、オンライン診療とオンライン服

薬指導を行ってまいりました。その結果、オン

ライン診療の地区を拡大することができ、利用

者数も増加し、地域の医療サービスの向上に寄

与したと考えております。また、さきに説明し

ました課題につきましても、実証事業を継続

し、検討を重ねることで、徐々に解消につなが

っていると考えております。 

 さらに、医療ＭａａＳ以外の取組としまして

も、やつしろ全国花火競技大会や妙見祭などの

イベントに、救護車両として参加し、また今年

３月の熊本県知事選挙では、期日前投票の移動

投票所としても車両を活用したところでござい

ます。 

 現在、現行の実証事業の実装に向けての最終

的な検証を終え、本格運用にシフトしておりま

す。 

 今後につきましては、坂本地域での事業を確

立するとともに、他の中山間地域におけるデジ

タル技術を活用した医療の提供や医療以外の運

用についても検討を行っていくこととしており

ます。 

 最後になりますが、本事業の取組を引き続き

行いながら、健康に安心して暮らせる地域づく

りを目指し、取組を推進してまいりたいと考え

ております。 

 以上報告とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、本件につ

いて、何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今説明いただいたんで

すけれども、１ページの右側の上の表ですね、

事業実績とかというやつで、金額がいろいろあ

ったんですけれども、配車予約システム使用料

というところが、当初より少し、１５０万ぐら

い下がっているかなと、令和６年がですね、と

いうのがあります。 

 逆に、③モバイルクリニック実証事業委託業

務のところは少し上がっているというのあるん

ですが、この変化というのはなぜ起きているん

ですかね、内容。その２つ、変化の中身。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの御質問につきましてですけれども、ま

ず、配車予約システムの使用料のほうのです

ね、減額についてということでございますけれ

ども、車両のリース期間のほうがですね、今年

の１２月までということで、リースのほうが終

了になりますということで、１月から３月分の

額が必要なくなるということで減額になってい

るというところが、まず、ございます。 

 それから、③のモバイルクリニック実証事業

委託業務の増のところというところでございま

すけれども、こちらにつきましては、すみませ

ん、少し確認をさせていただいてもよろしいで

しょうか。（委員野﨑伸也君「はい」と呼ぶ）

後ほどお答えをさせていただければと思いま

す。 

○委員（山本幸廣君） 今回の、このデジタル

医療ＭａａＳの事業についてはですね、もう本

当に何回も何回も現場に行きですね、そしてま

た説明をいただきました。 

 私が、今思っているのは、この事業で坂本地

域全域の中で電波が届かない、電波の障害があ

るというところがありますか。 

 そしてまた、今回の医療、オンラインでの等

々についてもですね、そういう電波が届かなく

て、障害が起きて、その現地との連絡が取れな

かったという例がありますか。そこら辺り説明

してください。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの質問でございますけれども、現在、デ

ジタル医療ＭａａＳ推進事業のほうを、坂本地

域のほうで１０の地区に、今導入をしていると

いうところでございます。 

 この１０の地域につきましては、電波状況の
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改善のほうが進んできておりまして、現在、電

波が届かなくてできないというような状況、今

のところ解消されているというような状況でご

ざいます。 

 この１０の地区につきましては、慢性疾患の

患者さんが巡回診療を行っているところという

ことになるものですから、この地区というとこ

ろでいきますと、電波のほうは届いているとい

う状況でございます。 

 お答えといたします。 

○委員（山本幸廣君） それ以外のところは。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） そ

れ以外の地区につきましてですけれども、お話

ありましたようにですね、電波が届かない地区

も複数ございます。 

 ここにつきましては、今使っております回線

では、なかなか電波が届かない状況ということ

でございまして、その地区に展開が必要になっ

てくるというふうになった場合につきましては

ですね、電波についてどのようにして入るかと

いうのを、また確認等を行いながらですね、解

消等に努めていかなければならないということ

になってくるかと思います。 

○委員（山本幸廣君） 今説明をいただいた中

でですね、やはりこれはですね、坂本地域全体

のですね、災害の復旧の中で、医療関係のです

ね、人たちの平等性をもってですね、対処して

いかなきゃいけない。この事業をずっと推進す

るならばですね、解消を、私はぜひしていただ

きたいと。電波障害があってですね、不公平で

すよ、はっきり言ってから、ですね。これだけ

の予算計上をして、予算を使っているわけです

から、なるだけならば、このデジタルというの

は、今、はっきり言ってから、日本が先行せな

いかんという時代の中でですよ、そういう箇所

があるのを改善できないということ自体をです

ね、真剣に、私は捉えていただきたいというふ

うに思いますけども、いかがですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 今

の御質問につきましてですけれども、まずもっ

て、巡回診療を実施している地域において、対

象者の方を、対応している地域においては、電

波の不都合というところがあってないというこ

とを、先ほど申し上げたかと思います。 

 先ほど申しましたように、その他の地区で対

象者の方がいらっしゃったというような状況

で、そこの対応をするという場合につきまして

は、電波の状況を確認しながらですね、対応が

できるような検討をしてまいりたいというふう

に思っているところでございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員（山本幸廣君） もう再度質疑しません

けども、そういう障害地があると、電波障害を

受けとると、そういうところがあるところは事

実であるわけですからですね、それについて

は、やっぱし素直に、そしてまた早急に対応し

てください。 

 そういうところがあるというところの場所も

ですね、聞きたかったんですけども、もうそれ

以上は聞きませんから、ぜひとも早急に取り組

んでください。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（大倉裕一君） まずもって、言葉尻を

取るわけじゃありませんけども、事業総括の中

で、新たな対象者の獲得という言葉を使ってあ

りますけども、まずもって病気にならないよう

なですね、健康でいることのほうが大前提であ

るというふうに思いますので、その対応をしっ

かり健康福祉部のほうで取組を進めていただき

たいというふうに思っています。 

 この事業が、もともとは無医地区といいます

か、お医者さんが２名いらっしゃって、医療機

関も２つあって、災害で避難されて、どうにか

医療の確保というところから、このＭａａＳ事

業でというふうに取組が進められたというふう
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に思っています。 

 そういう中で、慢性疾患の方が、今対象とい

うふうになっとっとですけど、やはり急に病気

になってとか、ちょっとおかしかけん病院にと

いう方々を、やっぱりどう救っていくかという

ところも、このＭａａＳ事業の裏では、そうい

ったところもあると思うんですよね。その点に

ついては、今どういう検討を進めていらっしゃ

いますか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） ま

ず、デジタル医療ＭａａＳで対応ができている

ところというのは、先ほどもありましたよう

に、慢性疾患の患者さんを対象ということでご

ざいまして、その背景としましては、オンライ

ン診療というところの仕組みの中でのですね、

いわゆる縛りといいますか、いう部分もありま

して、初診の患者さんの対応というところでい

きますと、なかなか取り組みにくいところがご

ざいまして、現在は、ＭａａＳのほうでは、慢

性疾患の患者さんのほうを対応しているという

ような状況でございます。 

 また、坂本地域のほうには、医療機関のほう

から先生方が、いわゆる訪問という形でです

ね、診療もされておられますので、この訪問に

よる診療であったり、また急病時であればです

ね、救急搬送の活用であったりというところで

ですね、対応を、今しているところというとこ

ろでございます。 

○委員（大倉裕一君） また、今の点につきま

しては、担当課、部のほうとですね、協議をし

ていきたいというふうに思いますが、もう１

点、坂本支所の新庁舎の中に医療機関というこ

とですよね。これは、恐らく坂本地域、被災さ

れた皆さんの総意として、医療機関を設置して

ほしいというところから、そのスペースが確保

されて、今、準備が進められているものだとい

うふうに思っているんですが、医師会あたりと

の協議の内容といいますか、その辺りは何か進

捗ございますか。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） た

だいまの質問でございますけれども、今再建を

する坂本支所のほうに、医療等活用スペースと

いうことでスペースを設けてきていたというと

ころでございまして、現在、そのスペースの下

半分を、診療所スペースとして活用するところ

で検討、調整等を行っているところでございま

す。 

 現在、まだ詳細等お伝えできる段階にはござ

いませんけれども、八代郡市医師会のほうと協

議のほうを進めさせていただいておりまして、

その内容等について調整を行っているというよ

うな状況でございます。 

 以上、お答えといたします。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で令和５年度デ

ジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進

タイプ）事業に係る効果検証についてを終了し

ます。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１０分 本会） 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（道の駅坂本再整備基本計画について） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、道の駅坂本再整備基本計画について説

明を願います。 

○観光振興課長（甲斐春一君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）観光振興課の甲斐でございます。よろしく
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お願いいたします。 

 座らせていただいて御説明をさせていただい

てもよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○観光振興課長（甲斐春一君） すみません、

それでは、道の駅坂本再整備基本計画について

御説明をさせていただきます。 

 まず、観光振興課におきましては、令和２年

７月豪雨で被災しました道の駅坂本の早期復旧

に向けて、令和４年度に被災しました建物の被

害状況調査や再整備に関する方針検討のための

調査業務などに取り組んでまいりました。 

 その調査結果や関係機関との協議、並びに復

興推進本部会議での議論を踏まえまして、昨年

４月に、国が整備する輪中堤の高さまで盛土を

行い、施設を現在の敷地内に再整備する方針を

決定したところでございます。 

 そのような中、令和５年度に建設部で実施さ

れた荒瀬地区の内水対策検討におきまして、浸

水範囲の調査が行われ、本市が必要な対策を施

したとしても、国道２１９号が浸水することが

判明いたしましたことから、国による再検討が

行われ、当初予定されていた輪中堤での整備か

ら、一部を宅地かさ上げとする内容に方針転換

がなされ、本年１月に地元への説明を経て、地

元合意が得られたところでございます。 

 これらを踏まえまして、当課におきまして

も、これまで国の輪中堤整備を前提とした道の

駅再整備から、一部宅地かさ上げとなることを

前提とした再整備基本計画とするため、これま

で国や県などの関係機関と協議を行ってきたと

ころでございます。 

 本日は、これまで調整を行ってまいりました

基本計画がまとまりましたことから、委員の皆

様に御報告をさせていただきたいと思います。 

 それでは、お配りしております道の駅坂本再

整備基本計画の概要版について御説明をさせて

いただきます。 

 初めに、道の駅坂本は、令和２年７月豪雨に

より、全ての建物が被災し、現在同じ敷地内に

整備された仮設店舗であるさかもと復興商店街

に一時的に移転し、営業しておりますが、地域

の交流拠点として一刻も早い復旧が求められて

おります。 

 本市におきましては、八代市坂本町復興計

画、八代市坂本町復興まちづくり計画などを策

定し、創造的復興に向けた具体的な取組を進め

ているところであり、本計画は、被災した道の

駅坂本の再建を通じて、観光、交流の復活とに

ぎわいの再生を図るため、施設の機能、規模、

配置計画や建築等の施設整備に対する考え方を

まとめ、施設再建事業の実施に向けた基本方針

を定めるものでございます。 

 ２番の配置計画についてでございますが、基

本計画図の作成に当たりましては、道の駅に接

する国道２１９号の道路管理者である熊本県と

協議を行った上で、下の７つの考え方に基づ

き、配置計画を検討したところでございます。 

 １ページ目、下部の道の駅坂本再整備配置図

のほうも御覧ください。 

 まず、１つ目でございますが、道の駅坂本

は、県が駐車場やトイレを、本市が物販機能な

どを有する地域振興施設を、それぞれ整備して

いる一体型の道の駅という位置づけでございま

す。 

 したがいまして、県管理エリア、この図面の

赤の点線のエリアでございますが、それと、市

の管理エリア、こちらにつきましては、青の点

線のエリア、こちらのほうに明確に分けた配置

としております。 

 次に、２つ目としまして、県管理エリアは、

道路施設として国道と一体的な位置づけになり

ますことから、国道と隣接した位置に配置をい

たします。 

 ３つ目に、道の駅坂本は、大型車の夜間利用

が多いということでありますので、利用者の利
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便性を考慮いたしまして、大型車の駐車場は県

管理トイレの近くに配置をいたします。 

 ４つ目に、県管理トイレにつきましては、物

販施設利用者の利便性を考慮いたしまして、市

で整備いたします地域振興施設に近接して整備

を行います。 

 ５つ目に、本市が整備を行います地域振興施

設の建物につきましては、球磨川の景観を生か

した施設とするため、球磨川に沿った位置に計

画をいたします。 

 ６つ目の現在の復興商店街エリアにつきまし

ては、建物の解体後も、多目的な活用が考えら

れますことから、道の駅の敷地からの進入路を

保つように計画をいたします。 

 最後に、７つ目でございますが、豪雨災害を

乗り越え、再建していく町のシンボルとして、

そして、後世にその記憶を伝承するために、そ

の記録を地域振興施設内に展示をいたしますと

ともに、被災した構築物を災害遺構として敷地

内のほうに設置をいたします。 

 設置する場所につきましては、図面のです

ね、右側の黄色に青文字で表している場所、遺

構というところで表しておりますが、そちらの

ほうを、今予定をしております。 

 続きまして、２ページでございます。 

 ３番の建物計画についてでございます。ペー

ジ中央部の地域振興施設、平面図のほうを御覧

ください。 

 こちらの考え方といたしましては、市が整備

する地域振興施設の基本計画図の作成に当たり

ましては、坂本住民自治協議会をはじめ、指定

管理者などと施設の機能や規模などについて協

議を行い、以下の５つの考え方に基づきまし

て、建物計画について検討を行いました。 

 まず、１つ目の飲食スペース（食処さかもと

鮎やな）でございます。こちらは、図面のです

ね、黄色の箇所でございます。 

 こちらについてでございますが、これまでの

道の駅坂本におきましては、物販施設であるさ

かもと館と、イベント交流施設として、平成２

９年度に整備をされた施設で運営されていた食

処さかもと鮎やなに、それぞれレストラン機能

がございました。 

 これまで地元との協議を行い、今後、再整備

する道の駅のレストランにつきましては、食処

さかもと鮎やなが運営を担う方針が確認されま

したことから、飲食スペースにつきましては、

さかもと鮎やなが利活用することを前提に、配

置を検討しております。 

 食処さかもと鮎やなが入る予定の飲食スペー

スにつきましては、球磨川の景観を楽しみなが

ら食事ができる施設とするため、球磨川を見渡

すことが可能な川沿いに配置をいたします。 

 次に、物販スペース、緑色の箇所でございま

す。 

 こちらにつきましては、県管理トイレの利用

者が物販スペースに立ち寄っていただく可能性

が期待できますことから、物販スペースは県管

理トイレに近接した位置に配置をいたします。 

 次に、③地域展示室・休憩室、こちらはピン

ク色の箇所についてでございます。 

 こちらは、施設内で購入いたしました、例え

ばソフトクリームであるとか、ぼた餅といった

軽食を食べながら休憩していただける場所とし

ての機能に加えまして、地域の観光情報や豪雨

災害の記録を展示するスペースとしても活用い

ただけるような空間を、物販スペースに隣接し

て配置をいたします。 

 次に、多目的スペースでございます。こちら

は飲食スペースと、先ほどの休憩室の間のグレ

ーの箇所になります。 

 この飲食スペースのテラス席やイベントにも

利用できまして、球磨川へのアクセスルートと

しての役割も果たす半屋外のスペースとして、

飲食スペースに隣接して配置をいたします。 

 最後に、かわの家についてでございますが、
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こちらは、場所につきましては、一番左側ので

すね、青の箇所になります。 

 こちらにつきましては、球磨川へ下りるアク

セスを考慮いたしまして、球磨川堤防に整備さ

れております既設の階段に近い位置、また将来

的に西側の多目的広場のほうと一体的に御利用

いただけますよう、建物の西側のほうに配置を

いたします。 

 平面図の下のほうにですね、記載をしており

ます表１の施設の規模についてでございます

が、現在の施設を旧施設として表現をしており

ます。 

 こちらにつきましては、旧施設の面積は１３

０８平米でございますが、新たに整備いたしま

す施設におきましては８９４平米と、旧施設か

ら４２８平米少なくなっております。 

 この理由といたしましては、旧施設にそれぞ

れございました道の駅レストランと食処さかも

と鮎やなの機能を、新しい施設では一体の施設

として統合することとしております。 

 また、旧施設で使用頻度が低かった研修室や

通路、物販などのスペースの見直しを行いまし

て、このような規模としたところでございま

す。 

 続きまして、３ページを御覧ください。 

 ４番の駐車場についてでございます。 

 まず、市のエリアの小型駐車場について御説

明いたします。 

 旧施設では４７台分が収容できるよう整備し

ておりましたが、新施設におきましては、７台

少ない４０台で計画をしております。 

 この理由につきましては、施設利用者の安全

を考慮いたしまして、車両の出入口などのスペ

ースを十分に確保したことによるものでござい

ます。 

 大型車につきましては、変更はございませ

ん。 

 障害者駐車場につきましては、旧施設におき

ましては、市が管理するエリアに整備されてい

なかったことから、新施設におきましては、身

障者駐車場を新たに２台分整備することとして

おります。 

 下の県のスペース、駐車場につきましては、

旧施設と変更はございません。 

 その下の５番の再整備に向けたスケジュール

についてでございます。 

 表３の再整備に向けたスケジュール案を御覧

ください。 

 まず、国のスケジュールから御説明をいたし

ます。現段階におきましては、今年度から輪中

堤・宅地かさ上げ工事を開始される予定と伺っ

ておりまして、令和７年度末に整備が完了する

計画とされています。 

 続きまして、本市のスケジュールでございま

すが、今年度は解体工事と建築基本・実施設計

に着手いたしまして、国の輪中堤・宅地かさ上

げ工事が完了後の令和８年度から本体工事・外

構工事などに着手いたしまして、令和９年７月

の供用開始を目指しているところでございま

す。 

 以上、御説明とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） それでは、本件につ

いて、何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すみません、国道から

地域振興施設までのレベルはどんな状況かとい

うのが、現段階で分かりますか。フラットなの

か、勾配がついているとか。 

○観光振興課長補佐（川上善久君） 現段階で

の計画でございますけれども、国道のほうもで

すね、かさ上げをされるということで、道の駅

とですね、レベルは同じレベルになるというこ

とで聞いております。 

○委員（大倉裕一君） 地域振興施設まで同じ

レベルということで、建屋まで同じレベルとい

うことでいいんですね。（｢はい」と呼ぶ者あ
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り） 

○委員（増田一喜君） この図面の中で、かわ

の家ってあるんですよ。このかわの家というの

は、これ、何ですか。ほかのは大体分かるんで

すけどね。かわの家って、何のための場所なん

ですか。ここの説明では、多目的広場と一体的

に利用できるようってしてあるけれども、現在

は、何かイベントをやるとかなんとか、そうい

うのの部屋なんですか。 

○観光振興課長補佐（川上善久君） このかわ

の家でございますけれども、もともとございま

した荒瀬ダムのボートハウス、こちらのです

ね、再整備、そして川遊び拠点の整備というこ

とでですね、熊本県と八代市が協定を締結して

おりまして、それに基づきまして整備をされて

おります。 

 このかわの家でございますけれども、川遊び

や、川での活動をされた方がですね、利用でき

るような施設ということで、カヌーとかです

ね、そういったものを保管できる倉庫でありま

すとか、あるいは男女別の更衣室、そして、コ

インシャワーとかですね、休憩室、トイレなど

を完備した施設として整備をされております。 

 整備されたのがですね、令和２年の５月に供

用開始となった施設でございます。（委員増田

一喜君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で道

の駅坂本再整備基本計画についてを終了しま

す。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２８分 本会） 

・令和２年７月豪雨に関する諸問題の調査 

（坂本支所周辺の整備について） 

○委員長（上村哲三君） それでは、本会に戻

します。 

 次に、坂本支所周辺の整備について説明願い

ます。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）復興整

備課、坂井でございます。 

 昨年９月の当特別委員会所管事務調査、並び

に２月の管内調査の際に、坂本支所等の整備に

係る進捗状況として御報告をさせていただいて

おりましたが、このたび坂本支所等、並びに災

害公営住宅の設計が完了しまして、完成イメー

ジ図を作成いたしましたので、この先の工事着

工に向けたスケジュール、また周辺の関連工事

のスケジュールなどと併せて御報告をさせてい

ただきます。 

 着座の上、御説明してよろしいでしょうか。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○復興整備課長（坂井宏全君） それでは、ま

ず資料の３ページを御覧いただきます。 

 かさ上げをし、再建する坂本支所周辺を北西

側から臨んだ完成イメージ図となります。右側

の建物は、災害公営住宅、仮称松崎団地でござ

います。再建する坂本支所等の建物は、鉄筋コ

ンクリート造り、一部鉄骨造りの２階建て、坂

本コミュニティセンター、医療等活用スペー

ス、また八代森林組合南部支所、八代市商工会

坂本支所が入る複合施設となります。 

 ４ページは、建物内部の正面玄関から入っ

て、左側のエントランスホール付近のイメージ

図となります。地域住民の皆様が気軽に訪れて

憩いの場・多世代交流の場として利用できるよ

うなオープンスペースとして整備をいたしま

す。 

 ５ページは、支所敷地内の配置図でございま

す。敷地内への進入路は、建物の正面となり、

正面玄関前はロータリーを設けます。建物の向

かって左側には、来庁者駐車場を配置いたしま
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す。来庁者駐車場につきましては、地域の方々

から多くの御要望がありましたので、身障者用

２台分を含め、全体で６０台分を整備いたしま

す。右側奥には、消防団装備などを格納する消

防倉庫をはじめとした倉庫棟を整備いたしま

す。 

 なお、支所の前方右側、図には、交番用地と

記載されておりますが、八代警察署坂本駐在所

が再建される予定となっております。現在設計

中だと伺っております。 

 ６ページ、７ページは、建物内の各階平面図

となります。１階の正面玄関より向かって右

側、黄色のスペースが支所、左側、ピンクのス

ペースがコミュニティセンター、ブルーが医療

等活用スペースとなります。 

 また、７ページ、２階には、ピンクのコミュ

ニティセンターの研修室ほか、各種会議室等、

並びに黄色の支所会議室、書庫等を配置してお

ります。 

 ８ページは、屋上の平面図となります。太陽

光パネルと非常用発電機などを設置し、また左

端には、一段高く、Ｌ２の水位より高い位置に

４００人が一時避難できる避難スペースを設け

ます。 

 少し飛びまして、１３ページを御覧くださ

い。 

 支所等建設工事、並びに周辺の関連工事のス

ケジュールとなります。一番上の支所等建設工

事につきましては、今月中に入札に付した後、

９月定例市議会へ契約案件の議案を提出させて

いただきたいと考えております。また、上から

４つ目、現在、整備を進めております県道中津

道八代線の工事を８月中に、上から３つ目の残

る用地造成工事を１０月中に終えまして、また

一番上に戻りますが、１１月頃から支所等建設

工事に着手し、令和７年中の完成目標に向けて

取組を進めてまいります。 

 なお、本日、当特別委員会に御報告しました

後、地元の皆様へも御報告をしたいと考えてお

ります。 

 再建する支所等についての説明は以上でござ

います。 

○住宅課長（上村和寛君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）住宅課の上村

と申します。 

 引き続きまして、災害公営住宅、仮称松崎団

地について御説明を申し上げます。 

 すみません、着座にて御説明いたします。 

 資料は９ページをお願いいたします。 

 場所は、支所の南側に位置し、敷地面積１３

３８.８７平米に、ＲＣ耐火構造の３階建て１

０戸と、駐車場を整備いたします。 

 次のページからは、各階それぞれの平面図を

つけております。単身世帯が、右側の紫色の部

分になります。１ＬＤＫとなります。左側の緑

色部分につきましては、家族世帯４世帯の２Ｌ

ＤＫとなり、合計１０世帯が入居予定となって

おります。３階屋上につきましては、Ｌ２の水

位より高い位置に、入居者が一時避難できる避

難スペースを設けております。 

 工事のスケジュールにつきましては、先ほど

の支所等の建設と同様に、１０月中に用地造成

工事を終え、１１月末から本体着工工事に着手

し、令和７年１２月末の完成を目指しておりま

す。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） それでは、本件につ

いて、何か質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すみません、支所のほ

うで、障害者の方の駐車場が準備してあるみた

いなんですけど、ここの本庁の障害者の駐車場

整備のときにもお話をしたんですけど、雨をし

のぐ、やはり車椅子に乗り換えるための、やっ

ぱり施設というのは必要ではないかなあという

ふうに思っているんですが、その点については

いかがお考えでしょうか。 
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○営繕課長（五十嵐誠君） 営繕課の五十嵐で

ございます。 

 設計につきましてはですね、昨年度終わって

おりましたので、そこら辺確認したところです

ね、当初の計画にはですね、設計の段階では、

身障者のところの屋根がなかったものですか

ら、現在、入札に付しておりますが、その後で

すね、設計変更いたしますか、もしくはです

ね、別途工事をいたしまして、発注いたしまし

て、そこに対応したいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 今の件については了解

したいと思います。 

 もう１点、支所のほうでお尋ねをしたいんで

すが、目の不自由な方の点字誘導についてなん

ですが、本庁については、玄関までということ

で、点字ブロックが切られています。目の不自

由な方からすると、点字ブロックは、やはり総

合案内までぐらいは持っていってほしいという

ことだったんですけども、車椅子の方との関係

というようなことで、なかなかまだ進んでない

んですが、支所のほうではいかがお考えで進め

ていらっしゃいますでしょうか。 

○復興整備課復興整備係長（米田 真君） 皆

さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）復興整備係の米田でございます。 

 委員お尋ねの障害者関連の案内のほうにつき

ましては、支所の設計をする段階でですね、関

係の３団体のほうにも意見を伺いまして、それ

をですね、実際に整備する段階まで、できる限

りというところで反映するような形で、現在進

めているところでございます。 

 具体的にはですね、まだ実際に建設工事が行

われておりませんので、それと同時並行の形

で、案内等ですね、設置していければというと

ころで考えております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 今の件につきまして

も、３団体と協議していただいているというこ

とでしたので、ぜひその声の反映をお願いした

いというふうに思います。 

 質問を変えますけど、太陽光発電１５キロワ

ットということで検討されておりますけども、

これは売電契約を考えていらっしゃるのか、も

しくは支所内でという考えなんでしょうか。ど

ちらになりますか。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 太陽光発電に

つきましては、１５キロワットのパネルを整備

する予定となっております。 

 大体ですね、太陽光で発電した電力につきま

しては、支所内の電灯に充てるという設計にな

っております。大体支所のエリアで使う電灯の

７割ぐらいを太陽光で賄えるのではないかとい

うところで計算をされております。（委員大倉

裕一君「はい、結構です」と呼ぶ） 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） まずは、職員の方々は

大変御苦労さんでした。大変お疲れに、このよ

うな完成イメージ図ができたというふうに、ま

ずは感謝を申し上げたいと思います。 

 今、坂井課長から完成イメージについてです

ね、当時私たちが管内を調査に行ったときに、

現地を視察をした中でも、漠然として説明を聞

いたというのが、今、走馬灯のように浮かんで

きとるわけですけども、要は、このようなイメ

ージ図ができた中でですね、まず、１点目です

が、この玄関の出入口についての幅はどれぐら

いなんですか。これは県道中津道線の、その前

で、出入口が、この図面を見た中でですね、窓

口がどれぐらいあるのかということを、ちょっ

とお聞かせください。 

○営繕課長（五十嵐誠君） 委員お尋ねの幅で

ございまして、建物の入り口のところに風除室

を計画しております。その風除室の幅自体は４
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メーターございますが、そこにまた開き戸がご

ざいますので、その分で約２メーターほどの出

入口となっております。 

○委員長（上村哲三君） ちょっと待ってん

か。勘違いしとる。県道等の進入路。 

 ロータリーになる場合の入り口の幅を言って

るよ。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、よろしいです

か。意味は分かりますか。 

○委員長（上村哲三君） いや、大丈夫、今分

かった。 

○営繕課長（五十嵐誠君） 現段階ではです

ね、１０メーターほどになっておりますが、ま

だですね、道路管理者の県との協議によって、

多少幅のほうは動く可能性がございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 担当部、ありがとう。 

 私からお願いなんですけども、この幅という

のは、ほとんど高齢化が進んでいくんですよ

ね。高齢化が進む中では、ほとんどですね、車

で来られると。誰かが乗せて来られるとか、車

の出入りが大変多いと思うんですよ。それと同

時に、公営住宅を含めて、うちの今、委員長の

自宅まで行く、国道中津道線、これについても

ですね、道路が物すごくですね、車道が多いと

思いますので、この出入口についてはもう少

し、今検討の余地があるということですので、

これは検討してくださいよ。ぜひとも、もう少

し広く取るような体制を取っていただければ

と、そのように要望しておきますし、そこら辺

り、考えはもう聞きませんので、坂井課長に

は。 

 もう１点ですけども、また完成のイメージの

内部のエントランスのホールの、この階段をで

すね、これこそ高齢化が進む中で、エレベータ

ーもあると思うんですけども、障害等のです

ね、エレベーターあると思いますが、エレベー

ターはあるんでしょう。 

○委員長（上村哲三君） あります。 

○委員（山本幸廣君） 委員長の答えですけん

で、委員長のところまで、そういうのが説明が

あったと思うんです。私は説明があってないも

んだけん、聞きよるんですけども、この階段に

ついては、どれくらいの角度なんですか。 

 もし分からなかったら、後から私に報告して

ください。 

 次に質疑します。 

 一番最後のスケジュールです。坂本支所等の

周辺整備のスケジュールについてですが、先ほ

ども出ておりましたように、造成の完了です

ね、造成の完了が６年の１０月には完了する

と。今年の１０月には完了すると。１０月とい

いますと、何か月かと思いますが、完了した中

で完成、特に完成が令和７年度ということで、

この造成をして、はっきり言って、すぐ建物を

建てるという状況ですけども、どうなんですか

ね、はっきり言ってから、少しの猶予期間を持

つのか、それとも直接、もうこの完了から建物

の着工というふうに、このスケジュール、私、

心配なんですけども、そこら辺りについては心

配しなくていいんですかね。ちょっと担当、聞

かせてください。養生期間は要らない、どれく

らい取ったの、造成の。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 山本委員から

お尋ねがありました造成の完了、それと養生期

間ということですが、今、支所用地の大方はか

さ上げが大体終わっております。ただ一部が、

現在の県道敷になりますので、そこの部分は、

ちょっと低くなって、県道として、今迂回路と

して使っておりますが、この新しく付け替える

県道が、川側にできますと、今使っている県道

を埋め立てると。ここの部分は、ほぼほぼ建物

が建つ用地ではないもんですから、建物が建つ

ほうは、もう今、実際造成が終わっている状態

になっているはずです。ですから、新しい県道

を造り上げましたらば、県道を、まず切り替え
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て、今使っている県道の部分に造成を始めると

いうことですので、そこの部分は、委員が御心

配されております養生期間というのは、その後

ある程度取れるのかなというふうに考えておる

ところです。 

○委員（山本幸廣君） 課長から自信ありげな

説明があったわけですけども、心配してるとい

うのが現実なんですね。現場を見に行ったとき

に、あれだけの造成をして、あの公営住宅も一

緒なんですよ。今から造成等々で、完成もとい

う状況の中で来ておりますけども、まずは、後

からですね、この養生がなかったらですね、建

物にひびが入ったり、ここは新庁舎ですけど

も、いろいろと問題があっているような状況も

ありますからですね、そういうことを考えたと

きには、やっぱり養生は、しっかり養生して、

そしてまた、完成年度もですね、そんなに、１

０月、１２月で、半端ですので、３月末ぐらい

とか、いろいろと考えられると思うんですけれ

ども、このスケジュールについては、これから

ですね、ぜひとも建物に支障がないようなです

ね、やっぱし造成の補助、強度を高めるという

ふうな施策も、建設等々についてはですね、あ

ると思いますので、そこら辺りもひとつ検討し

たらどうかなと思いますが、いかがですか。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 山本委員、あ

りがとうございました。 

 完成の目標時期につきましては、令和７年１

２月末ということで、これは市長のほうが明言

されておりますので、私たちは、ここに向かっ

て突き進むだけかと思っております。（委員山

本幸廣君「ああ、そうね、初めて聞いた」と呼

ぶ） 

 今、山本委員からいただきましたアドバイス

につきましては、十分ですね、工事をやります

営繕課のほうとも打ち合わせながらですね、進

めてまいりたいと思っております。ありがとう

ございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（増田一喜君） 新支所については、屋

上のほうに太陽光パネルをつけるということで

すけども、１５キロワットですか。だけど、こ

れが支所の中で使う電気の７割を、ここで供給

するということです。今、よう話が来るんです

けれども、蓄電池ですね、あれを置かないのか

なという、そういう検討はされたんですかね。

７割、７割で。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 太陽光パネル

につきましては、蓄電池のほうも設置いたしま

す。 

 私が先ほど申しましたのは、計算上７割を賄

えるだけの発電量があるという御理解をいただ

ければと思います。 

 まずは、蓄電池にためる。それと、非常用と

して、窓口辺りの電気を絶つわけにいかない電

源には、常時回すというところで設計がされて

いるようです。 

 まずは、蓄電池とその窓口の非常用電源を兼

ねた電源に回すというところで進めておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんね。ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すみません、先ほど聞

きそびれたんですが、災害公営住宅のほう、太

陽光パネルは設置されるんですよね。こちらの

ほうの考え方、売電なのか、施設内なのか、そ

こをお聞かせください。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 こんにちは。住宅課の村上でございます。 

 今、大倉委員のほうからお話がありました件

につきましては、公営住宅のほうでは、太陽光

設備のほう、２.４キロワットの設置を検討し

ておりまして、蓄電池のほうも設置をする予定

にしております。 
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 ただし、こちらの活用につきましては、外灯

とか、そういったものに活用するという計画に

しております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） それから、災害公営住

宅の家賃についてお聞かせいただけますか。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 災害公営住宅の家賃の設定につきましては、

公営住宅の家賃といいますのは、公営住宅法に

定めます入居者の収入及び公営住宅の立地条

件、あるいは規模、そして建設時からの経過年

数と利便性などを考慮して設定をしております

ので、その方の所得収入とか、そういったもの

で、当然家賃というのは変わってくるというふ

うに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 平均所得で、例えば５

００万円とか、４００万円とかとした場合の、

あと扶養家族が何名というようなですよ、標準

的なパターンで、何か算定されたものというの

はないですかね。 

○住宅課長補佐兼市営住宅係長（村上修一君） 

 所得部位が一番低い、年金生活者の方でござ

いましたら、合志野団地でありますと、一番安

くて１万５０００円でございます。 

 続いて、中津道住宅については、２ＬＤＫ

で、これが１万８４００円、それと、３ＤＫで

ある藤本団地については１万９１００円という

家賃になってございます。 

 それと、一番高い２１万４０００円以下なん

ですけども、こちらになりますと、合志野団地

でありますと２万９６００円、中津道住宅で３

万６０００円、藤本団地で３万７５００円とい

うのが最高の家賃額ということになります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） これ、確認なんですけ

ども、完成のイメージ図の外観の中でですね、

目を通していただければと思いますが、県道中

津道線の前から、球磨川の護岸から入って、

今、この緑のスペースなんですけども、これに

ついてのイメージ図というとか、これは県が何

か、水辺の広場とか、何かそういうような考え

方を持っておったような気がするんですけど

も、それを説明してください。 

○復興整備課長（坂井宏全君） ただいま山本

委員からお尋ねがありました支所の道を挟んだ

向かい側ということですが、こちらはですね、

支所と災害公営住宅の設計に基づくパースです

ので、ちょっとこっちのほうは曖昧にしてあり

ます。 

 県道より川側につきましては、河川防災ステ

ーションを整備することが、国のほうで整備さ

れることが決まっております。 

 現在、国が設計をやってらっしゃるところで

ありまして、ここは国のデータをいただかない

と、ちょっと描けなかったところであります。 

 一応基本計画ではですね、この支所の正面の

川側へ続く道、これは坂本橋へ続く導入路です

けども、これより上流側にヘリポートと駐車

場、それと土砂などを備蓄される。下流側には

土砂と岩砕をされるというところで、計画はさ

れております。 

 今後はですね、その防災ステーションの上層

部ですね、備蓄の土砂などを、そのままの状態

にしておきますと、景観もよろしくありません

し、もったいないという御意見もありますの

で、そこは、今後全庁的にですね、利活用の方

法を考えていきたいと思っております。 

 イメージとしましては、川に親しむ広場、グ

ラウンドとか、そういうのが整備できればなと

考えているところでございます。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。その中で、いかに国の補助事業が、その対

象物にあるのかということも、今から考えてい
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ただきたいと。これはもう意見ですので。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

○委員（橋本幸一君） 今のちょっと関連なん

ですが、岩砕を置いてある場所というのは、市

で整備するということになるんですか。 

○復興整備課長（坂井宏全君） 防災ステーシ

ョンにつきましては、国が整備されますので、

計画堤防高よりちょっと高いぐらいに、岩砕と

か、土砂とかを、地中に備蓄するようなイメー

ジを持っていただければと思います。 

 国のほうは、地中に埋めるということはされ

ませんので、その岩砕がそのままの状態で見え

てしまうような状態になりますので、市のほう

で、その上のほうは利活用していいということ

を、国から言われておりますので、そこに泥な

り、（委員橋本幸一君「済んだ後は、市で整備

行うちゅうことで理解してよかですね」と呼

ぶ）ただ、有事の際は掘り起こして持っていか

れますので、建物あたりは建てられないという

条件はついております。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、以上で坂

本支所周辺の整備についてを終了します。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午前１１時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５９分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 執行部より発言の申出があっておりますので

これを許可します。どうぞ。 

○理事兼健康福祉政策課長（石本 淳君） 先

ほどは失礼いたしました。 

 デジタル医療ＭａａＳの説明の中で、資料１

の③の事業の部分の費用の増額分についてとい

うところでございました。 

 こちらにつきまして、令和６年度増額になっ

ている部分につきましては、医療ＭａａＳ推進

事業を実施する中で、いわゆる企画推進をする

部分の費用というところになります。 

 内容としましては、今年度、令和６年度から

実証事業から実装ということでですね、本格運

用へシフトする部分に向けた各種支援の部分、

それと他の中山間地域デジタル技術を活用した

遠隔診療、こちらの試みというところでです

ね、取組のほうを検討していくということで、

この部分の費用の増額というところになりま

す。 

 以上、お答えでございます。 

○委員長（上村哲三君） そのほか、当委員会

の特定事件について、何かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 以上で令和２年７月

豪雨に関する諸問題の調査についてを終了しま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の特定事件であります令和２年７月

豪雨に関する諸問題の調査については、なお調

査を要すると思いますので、引き続き閉会中の

継続調査の申出をしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午後０時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０４分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 当委員会の管外行政視察につきましては、今



 

－26－ 

年度は１０月下旬から１１月中旬頃に実施した

いと思いますので、御承知おき願います。ま

た、調査事項につきましては、８月下旬までに

書記へ御連絡いただければと思います。 

 それでは、以上で本日の委員会の日程は全部

終了いたしました。 

 これをもって、令和２年７月豪雨に関する特

別委員会を散会いたします。 

（午後０時０５分 閉会） 
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